





Foods and Meals in Niigata Prefecture (X) 
Rice and Kayu in Sado Island
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　4）調製の動機について表5に表わしたが行事との関連が深く，更に表6のそのいわれを知る時に
それぞれに伝統として生きて来た重さが理解される。
　その他の飯類について回答者の自由に記載のものをまとめたのが表7であるがB区においては記載
ない。知名数はA，C区とも12毬であるが，現在作られているものはA区5種，　C区は6種である。
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　佐渡の行事や冠婚葬祭に用いられる特別食のうち，飯類，粥類を対象にして，現在各地域の人の受
け止め方や，調製状況，いわれなどについてアンケート調査を行なって，その結果をまとめた。
　1）地域的には，どの種類もA区に集中しているが，殊に茶がゆ，ればのむすび，ばくわんが多
い。反面B，C区は実施数も少なく，地域差のあることが分った。全域に分布しているのは，あづき
がゆ，すすはきがゆである。
　2）行事と関連のある種類のものは現在でも根強く実施されている。例として葬式とればのむす
び，節分とばくわん，正月とあづきがゆなどである。嗜好的には茶がゆが多くの支持を得ている。
　伝統と歴史の島に行事と結びつき，或いは生活の知恵として生れ育ってきた主食類は有名，無名の
ものが多く存在することが分った。今後更にそれらを探ね，形として残していきたい所存である。
　稿を終るに臨み，本調査にご協力賜わりました佐渡の方々に厚く御礼申し上げます。
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